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め，個体あたり総種子数は開放花型の
方が多いという結果であった。つまり，
閉鎖花型は大粒，開放花型は多産とい
う対照的な資源配分が示唆される。

閉鎖花型に限った都市農村間比較で
は，都市由来の閉鎖花型でやや早く果
実が熟す傾向が見られたが，統計的有
意差は見られなかった（つぼみ形成 
χ ² ＝ 1.4，P ＝ 0.23；果実成熟 χ ²
＝ 1.9，P ＝ 0.17）。なお，都市では
開放花型個体数が少なかったため，都
市農村間比較は行っていない。

以上より，都市では “ 花が開かない
（閉鎖花型）” の個体が相対的に多く，
その背景には採集地の高温が関与して
いることが示唆された。同一環境下で
の遺伝的差として，閉鎖花型 は早生
化・小型化・重い種子という組み合わ
せを示し，暑さ・乾燥の回避に適した
戦略である可能性が考えられる。

まとめ

「街中のスベリヒユの花は咲かな
い」という詩的（？）なタイトルどお
り，都市化がスベリヒユの繁殖形質に
進化的な偏りを生む可能性を示した。
同一環境下で比較した結果，都市個体
群では開放花型が著しく少なく，閉鎖
花型が優勢であり，採集地の地表面温
度が高いほど開放花型出現確率が下が
るという関係が得られた。すなわち，
都市の高温環境では「花が咲かない戦
略」が相対的に利するという像が浮か
び上がったのである。形質の比較でも，
閉鎖花型は開放花型より早くつぼみ形

成・結実に至り，つぼみ形成時の茎長
は短く，平均種子重は重いという組み
合わせが確認された。一方で 1 果あ
たりの種子数は開放花型が多く，果実
数に差がないため，個体あたり推定総
種子数は開放花型の方が大きい。これ
らは都市の高温・乾燥に対する回避戦
として理解できるかもしれない。一般
に，生活史を早めることは干ばつのリ
スクを回避する理にかなった戦略であ
り，都市のヒートアイランドや低含水
の土壌環境と整合する。

もっとも，これらの解釈には注意点
がある。第一に，大きい種子＝適応的
と即断はできない。本研究で測定した
種子はすべて自殖由来であり，近交弱
勢が種子を小さくする既知の効果が混
じっている可能性があるからである。
種子・実生段階についてより詳細な追
試が必要である。第二に，本研究は主
として非生物要因（温度）に焦点を当
てたが，送粉者の減少といった生物要
因が閉鎖花型の優勢に寄与している可
能性も残る。都市では送粉者の著しい
減少が世界各地で報告されており，自
殖有利の形質が進化する道筋も考えら
れる。今後，送粉者の実測や操作実験
を伴う検証が望まれる。第三に，表現
型の可塑性の余地や，非適応的過程（遺
伝的浮動や導入経路の違い）も完全に
は排除できない。温度操作や分子遺伝
学的アプローチ，広域サンプリングに
よる検証が必要であろう。したがって，
今回の知見は関東圏という地域・対象
種におけるシグナルでありつつ，一般
化には段階的検証が要ると言える。

それでも，本研究の意義は大きい。
これまでの都市進化研で植物の生殖形
質の進化に関する実験的証拠はまだ少
なかった。本論文は，共通圃場実験で
都市化が繁殖形質に進化的影響を与え
る可能性を示したといえるだろう。都
市という人為環境が，植物の花という
特徴をも変化させうるという示唆は，
都市緑化や在来生態系の保全，さらに
は将来の気候変動に備えるうえでも重
要な知見である。
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　シソ科トウバナ属の多年草。本州以南の畦畔，路傍，樹園地，
耕作地周辺，林縁などのやや湿った草地に生育する。茎は四角
で細く，基部で匍匐枝を出し，節から根を下ろして横に這う。
先の方で立ち上がり高さは 10 ～ 30cm になる。葉は対生，5
～ 15mm ほどの葉柄があり，葉身は卵形 ~ 広卵形で長さ 1 ～
3cm，幅 8 ～ 20mm，浅い鋸歯がある。先端は尖らずほとん
ど毛がない。
　花期は 5 ～ 9 月。小花はシソ科特有の唇形花。長さ 5 ～
6mm，径 3 ～ 5mm の淡紅色で，上唇は浅く 2 裂し，下唇は
3 裂する。上唇は下唇より短い。雄蕊は 4 本で 2 本が長いが，
それらを観察するには花が小さすぎる。
　花序は茎の先端あるいは葉腋から出て立ち上がり，上部の大
きなものは 5cm くらいになる。花序の茎に段差を作り，それ
ぞれの段に複数の花を輪生する輪散集散花序をつける。花序は，
初めは段が詰まっていて筒状であるが成長に伴い花序茎が伸長
し，指ほどの長さの多層塔を思わせる姿に変わっていく。この
花序の姿が仏塔を思わせることから「塔花」と名付けられた。
　陸中の遠野地方に口伝による物語がある。その口伝の説話物
語は柳田国男によって「遠野物語」としてまとめられ，119 の
話が述べられている。しかし，それに漏れた話も多くある。そ
の一つがこんな話である。
　 『田尻に太郎という男の子がいた。太郎はまだ 7 歳であった
が，長い間，病気がちで床に臥していた。
　その太郎の家の近所に何

なにがし

某寺という寺があった。その寺は小
さいながらも五重塔があり，お参りすることで病気が平癒する
ことで知られていた。太郎の母は子どもの病気平癒を願ってこ
の寺に日参していた。
　そのお陰もあってか，もう，夏も終わりで，朝夕は涼しげな
風が吹くような頃になって，太郎もやっと床から離れられるよ
うになった。太郎はせめて涼しい間だけでも友達と遊べないか
と，庭の前の木の陰から友達たちがいないかと眺めていた。す
ると向こうから色の白い男の子が手に何か小さい草の花を持っ
てやってくるのが見えた。太郎はその男の子に声をかけようと

思ったが声が出ず，男の子は太郎の顔を見ながらも通り過ぎて
しまった。その後は誰も現れず，やがて日が暮れ，太郎は家の
中へ戻った。
　翌日もその翌日も，太郎は木の陰から友達が遊んでいないか
と眺めていた。またその男の子が現れたが，同じように太郎の
顔を見ながら通り過ぎていった。太郎はその男の子に何とか話
しかけたいと思っていたが，話そうとすると男の子が目の前を
行き過ぎてしまうのだった。
　ところがその翌日，男の子の方から太郎の近くまでやって来
た。そうして手に持っていた小さい草の花を太郎の眼の前へ差
し出した。太郎は手を出してその花を受け取ったが，小さな淡
紅色の花が花軸の周りに輪のように付き，その輪の間隔があい
ていることから，ちょうど近所の何某寺にある五重塔のてっぺ
んにある九輪を思わせるような花であった。太郎は男の子をそ
こへ残したまま大急ぎでお母さんの元へ駆け寄って，男の子が
この花をくれたことを話した。お母さんは不思議そうな顔をし
て，この草は何某寺の五重塔の周りにいっぱい生えているけれ
どそこから採ってきたのかと太郎に尋ねた。太郎はあの子にも
らったと言おうとして男の子の方を振り向いたが，男の子が
立っていたはずの木の陰には誰もいなかった。』
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